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	参加目的：　当該国際会議へ参加する目的は、以下の三点である。
(1)我々の研究成果を世界に向けアピールする。

(2)世界の研究者とのディスカッションから新しい視点や知見を得ることで、我々の研究のさらなる発展を目指す。

(3)博士課程に進学に向けて、世界中の研究者・学生たちと交流し国際感覚を養う。

	会議の状況： およそ800人の研究者が参加する非常に大規模な国際会議になった。欧米諸国だけでなく、アジア諸国やイスラエル、ブラジルなどの研究者も多数参加しており、非常に国際色豊かな会議であった。主な発表テーマとしては様々な半導体物質における光・電子物性や、トポロジカル超電導、量子ホール効果などがあった。会場内の各所で研究者が気さくに意見を交わしており、終始和やかな会議となった。

	成果概要： ダイヤモンド中窒素空孔中心(Nitrogen-Vacancy center; NV中心)は、室温での安定な発光、電子スピン状態の光による読み出し･初期化が可能などの特長から、様々な分野で盛んに研究されている。私は我々が発見した、ダイヤモンドの微細加工を利用した新しいNV中心の作製手法について発表した。我々の手法ではNV中心の位置・密度・配向率といった特性を同時に制御できることが、実験結果から示唆された。特に単一のダイヤモンド基板上でNV中心の配向率を人為的に変化させることに世界で初めて成功した。
セッションでは多数の研究者に我々の研究内容の新規性をアピールすることができた。会場にはNV中心についての著名な若手研究者であるG. D. Fuchs氏がいらしており、セッション終了後に有益なディスカッションを行うことができた。他にも様々な背景を持つ学生・研究者の方々と意見を交わすことで、研究に関する新しい知見を得ることができた。国際的なコミュニケーションを行う機会を得たことで、成功・失敗の両方を通じて博士課程進学に向けた力を養うことができた。


